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論文内容の要旨

木論文は，近来その需要の急激に増大しつつある超低温液化ガスの輸送船に対し，低il;llI血性の無い

耐食性ア jレミニウム合金を使用する場合に必要な，それら合金ω低ìlll~ iこ於ける Ir/j:.質，それω総接投ひ、

に溶接部の性状および実船に使用する場合ω保刊誌，支持方法，放化ガスの注入時の熱応力の軽減法等

についての研究を述べたものであり 6 章より成っている。

第 l 章では耐食性アノレミニウムの性質についての従来の研究を総括記述し，本研究を行なうに至っ

た理由について述べている。

第 2 章は船舶用として最も多く使用される Al-4.5% Mg 合金に最適な溶接用線材の選定の為の研

究であり. Mg, Mn, Cr 等の含有量を変化させた30種類の線材を作り， これらより最も理想的と思わ

れる Al-4.5% Mg-0.2 ,-...,0.5% Mn 合金線材を選定している。

第 3 章は第 2 章にて選定された線材による溶接継子の低温に於ける機械的性質についての研究であ

り，常温より -1960C に至るまでにこれら継子は遷移現象を示さず，この程度までの超低温に於いて

も充分に安心して使用出来ることを立証している。

第 4 章はこれら合金による溶接模型容器の超低温に於ける衝撃実験についての記述であり， -196
0 

C に保たれた容器でも落下街撃によって破壊することのないことをたしかめている D

第 5 章ではこれらの合金による低温液化ガスの容器を船舶に積み込み，実際に液化ガスを輸送する

場合のそれら容器の支持方法，保温方法，並びに液化ガス注入時の熱応力等についての研究を述べて

おり，熱応力を最少にする注入法等についても記述している口

第 6 章は第 1 章より第 5 章までの総括である。
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論文の審査結果の要旨

いわゆる低温液化ガス例えば約 -500C 程度の液化プロパン等の輸送船についての研究は種々なさ

れているが. -200oC に近い超低温の液化メタン等の輸送船に耐食ア jレミニウムを使用することにつ

いての総合的研究はこれが最初であり，本研究の結果によってこれらの輸送船並びにそれら液化ガス

の貯槽等の建造への道が聞かれたことになる。この成果は工学的にも工業的にも重要な意義を持つも

のであり，よって本論文は博士論文として価値あるものとみとめる。
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